
  

 

 

  令和元年度クリーニング師試験問題（学科試験） 

                  三 重 県 

 問題は指示があるまで開いてはいけません。 

【注意事項】 

１ 携帯電話等通信機器は、電源を切ってカバン等にしまってください。 

２ この試験は、試験問題と解答用紙が別になっています。 

  解答は、必ず解答用紙へ記入してください。 

３ 解答用紙の所定の欄に、受験番号と氏名を忘れずに正しく記入してく 

ださい。  

４ 試験問題は、全部で３０問あり、解答時間は６０分です。 

５ 解答は、番号を解答用紙の解答欄へ記入してください。 

 ２つ以上記入すると無効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 解答は、ＨＢ又はＢの黒鉛筆を使用して記入し、書き損じたときは、

消しゴムできれいに消してください。 

７ 試験問題については、持ち帰っても結構です。 

８ 問題の内容についての質問には一切お答えできません。 

 

【解答方法】 

[試験問題]  

問１ 次のうち、三重県の県庁所在地として正しいものを１つ選びなさい。 

（１）津市 

（２）四日市市 

（３）松阪市 

 

 

[解答用紙] 

問 解答欄 
 

問 解答欄 
 

問 解答欄 

1 １ 
 

11 
  

21 
 

2 
  

12 
  

22 
 

3 
  

13 
  

23 
 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

衛生法規に関する知識 

 

問１ 次のクリーニング業法第１条に規定する目的に関する記述につい

て、（ ア ）～（ ウ ）に当てはまる語句の組み合わせのうち、正

しいものを１つ選びなさい。 

 

この法律は、クリーニング業に対して、（ ア ）等の見地から必要

な指導及び（ イ ）を行い、もつてその経営を公共の福祉に適合させ

るとともに、（ ウ ）の利益の擁護を図ることを目的とする。 

  

  （ ア ） （ イ ） （ ウ ） 

（１） 環境衛生 検査 営業者 

（２） 生活衛生 取締り 営業者 

（３） 公衆衛生 取締り 利用者 

 

 

問２ 次のクリーニング業法第２条に規定する定義に関する記述につい

て、正しいものを１つ選びなさい。 

 

（１）「営業者」とはクリーニング業を営む者（洗たくをしないで洗た

く物の受取及び引渡しをすることを営業とする者は含まない。）を

いう。 

（２）「クリーニング師」とは、クリーニング業法第６条に規定する免

許を受けた者をいう。 

（３）「クリーニング所」とは、洗たく物を処理する施設のみをいう。 

 

 

問３ 次のクリーニング業法施行規則第４条に規定する免許申請手続き

に関する記述について、正しいものを１つ選びなさい。 

 

（１）クリーニング師の免許を受けようとする者は、クリーニング師試

験合格者の現住所地の都道府県知事に申請しなければならない。 

（２）クリーニング師の免許を受けようとする者は、クリーニング師試

験合格者の本籍地の都道府県知事に申請しなければならない。 

（３）クリーニング師の免許を受けようとする者は、クリーニング師試

験合格地の都道府県知事に申請しなければならない。 



  

 

 

問４ 次のクリーニング業法第３条に規定する営業者の衛生措置等に関

する記述について、誤っているものを１つ選びなさい。 

 

（１）営業者は、洗たく物の洗たくをするクリーニング所に、業務用の

機械として、洗たく機及び脱水機をそれぞれ少くとも１台備えなけ

ればならない。ただし、脱水機の効用をも有する洗たく機を備える

場合は、脱水機は、備えなくてもよい。 

（２）営業者は、クリーニング所以外において、営業として洗たく物の

処理を行ってはならない。ただし、仕上げのみの軽微な作業につい

てはこの限りでない。 

（３）洗場については、床が、不浸透性材料（コンクリート、タイル等

汚水が浸透しないものをいう。）で築造され、これに適当な勾配と

排水口が設けられていること。 

 

 

問５ 次のクリーニング業法第３条の２に規定する利用者に対する説明

義務等に関する記述について、正しいものを１つ選びなさい。 

 

（１）洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、あらかじめ、利

用者に対し、洗濯物の引渡し期日や保管期間について説明するよう

努めなければならない。 

（２）洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、あらかじめ、利

用者に対し、洗濯物の処理方法等について説明するよう努めなけれ

ばならない。 

（３）洗濯物の受取及び引渡しをしようとするときは、厚生労働省令で

定めるところにより、利用者に対し、クリーニング料金の単価と苦

情の申出先を店頭に掲示しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

問６ 次のクリーニング業法第５条の２に規定するクリーニング所の使

用に関する記述について、（ ア ）、（ イ ）に当てはまる語句の組

み合わせのうち、正しいものを１つ選びなさい。 

 

営業者は、そのクリーニング所の構造設備について（ ア ）の検査

を受け、その構造設備が第３条第２項又は第３項の規定に適合する旨の

（ イ ）を受けた後でなければ、当該クリーニング所を使用してはな

らない。 

  （ ア ） （ イ ） 

（１） 都道府県知事 確認 

（２） 都道府県知事 許可 

（３） 厚生労働大臣 認証 

 

 

問７ 次のクリーニング業法第５条の３に規定する地位の承継に関する

記述について、誤っているものを１つ選びなさい。 

 

（１）営業者の地位を承継した者は、遅滞なく、その事実を証する書面

を添えて、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。 

（２）地位を承継した者は、都道府県知事の立入検査を受けた後でなけ

れば、当該クリーニング所を使用してはならない。 

（３）相続人が２人以上ある場合において、その全員の同意により承継

すべき相続人を選定したときは、その者が、当該届出をした営業者

の地位を承継する。 

 

 

問８ 次のクリーニング業法第１１条に規定する営業停止処分等に関す

る記述について、（ ア ）～（ ウ ）に当てはまる語句の組み合わ

せのうち、正しいものを１つ選びなさい。 

 

（ ア ）は、営業者が前条の規定による命令に従わないときは、期

間を（ イ ）その営業の停止又はクリーニング所の（ ウ ）若しく

は業務用の車両のその営業のための使用の停止を命ずることができる。 

  

  （ ア ） （ イ ） （ ウ ） 

（１） 厚生労働大臣 設けて 禁止 

（２） 都道府県知事 定めず 停止 

（３） 都道府県知事 定めて 閉鎖 



  

 

問９ 次のクリーニング業法第９条に規定する業務従事者の業務停止に

関する記述について、（ ア ）～（ ウ ）に当てはまる語句の組

み合わせのうち、正しいものを１つ選びなさい。 

 

  （ ア ）は、営業者又はその使用人で、洗濯物の（ イ ）の業務

に従事するものが伝染性の疾病にかかり、その就業が公衆衛生上不適当

と認めるときは、期間を（ ウ ）その業務を停止することができる。 

 

 

 

問10 次のクリーニング業法施行規則第１０条の３に規定する業務従事

者に対する講習に関する記述について、（ ア ）～（ ウ ）に当て

はまる語句の組み合わせのうち、正しいものを１つ選びなさい。 

 

（ ア ）は、クリーニング所の（ イ ）の日から１年以内に、当

該クリーニング所のクリーニング業務に関する衛生管理を行う者とし

て、その従事者の中からその従事者の数に（ ウ ）を乗じて得た数の

者を選び、都道府県知事が指定した講習を受けさせなければならない。 

  

  （ ア ） （ イ ） （ ウ ） 

（１） 営業者 申請 ３分の１ 

（２） 営業者 開設 ５分の１ 

（３） クリーニング師 開設 １０分の１ 

 

 

 

 

 

 

 （ ア ） （ イ ） （ ウ ） 

（１） 厚生労働大臣 処理又は受取 設けて 

（２） 都道府県知事 処理又は受取及び引渡し 定めて 

（３） 都道府県知事 処理 設けず 



  

 

公衆衛生に関する知識 

 

問11 次の、平成３０年人口動態統計に基づく、死因の順位の組み合わせ

のうち、正しいものを１つ選びなさい。 

 

  第１位 第２位 第３位 

（１） 悪性新生物（腫瘍） 心疾患 老衰 

（２） 脳血管疾患 老衰 心疾患 

（３） 肺炎 老衰 悪性新生物（腫瘍） 

 

 

問12 次の地域保健法で規定している保健所の業務として、誤っているも

のを１つ選びなさい。 

 

（１）衛生上の試験及び検査に関する事項 

（２）母性及び乳幼児並びに老人の保健に関する事項 

（３）生活保護及び児童福祉に関する事項 

 

 

問13 次の感染症と感染経路の組み合わせのうち、正しいものを１つ選び

なさい。 

   【感染症】       【感染経路】 

（１）狂犬病     －   直接接触 

（２）インフルエンザ －   水系感染 

（３）日本脳炎    －   飛沫感染 

 

 

問14 次の健康増進法に関する記述について、誤っているものを１つ選び

なさい。 

 

（１）「受動喫煙」とは、人が他人の喫煙によりたばこから発生した煙

にさらされることをいう。 

（２）この法律は、国民の栄養の改善その他の国民の健康の増進を図る

ための措置を講じ、もって国民保健の向上を図ることを目的として

いる。 

（３）この法律により、常時使用する労働者に対して雇入れ時の健康診

断を義務付けている。 



  

 

問15 次の水質汚濁防止法に関する記述について、誤っているものを１つ

選びなさい。 

     

（１）クリーニングは、「洗たく業の用に供する洗浄施設」として政令

で定める特定施設となっている。 

（２）テトラクロロエチレンは、水質汚濁防止法が指定する有害物質と

して、排水基準が設けられている。 

（３）この法律は、清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もつて公衆

衛生の向上と生活環境の改善とに寄与することを目的としている。 

 

 

問16 次の「クリーニング営業者に係るテトラクロロエチレンの環境汚染

防止措置に関する技術上の指針」に関する記述について、誤っている

ものを１つ選びなさい。 

 

（１）貯蔵場所を屋内とする場合には、換気できる日当たりのよいとこ

ろで保管すること。 

（２）ドライ機からテトラクロロエチレンを含んだ液が漏出した場合の

処置については、溶剤漏出処理要領を策定するとともに、あらかじ

め作業者に周知しておくこと。 

（３）脱臭時におけるテトラクロロエチレンの蒸気は、活性炭吸着等に

よりできる限り回収し、再利用すること。 

 

 

問17 次の「クリーニング所における衛生管理要領（昭和５７年３月３１

日環指第４８号厚生省環境衛生局長通知）」の「第４ 消毒」で規定

する「指定洗濯物の一般的な消毒方法及び消毒効果を有する洗濯方法

の概要」に関する記述について、誤っているものを１つ選びなさい。 

 

（１）塩素剤による消毒の場合は、次亜塩素酸ナトリウム等を使用し、

その遊離塩素３０ppm以上の水溶液中に２０℃以上で１分間以上浸

すこと。 

（２）熱湯による消毒の場合は、８０℃以上の熱湯に１０分間以上浸す

こと（温度計により温度の確認をすること。）。 

（３）蒸気による消毒の場合は、蒸気がま等を使用し、１００℃以上の

湿熱に１０分間以上触れさせること（温度計により器内の温度の確

認をすること。）。 

 



  

 

問18 次のうち、主に衣類に被害を及ぼす昆虫として、正しいものを１つ

選びなさい。 

 

（１）ツツガムシ 

（２）ヒメマルカツオブシムシ 

（３）コクゾウムシ 

 

 

問19 次の標準営業約款に関する記述について、正しいものを１つ選びな

さい。 

 

（１）全国生活衛生営業指導センターは、都道府県知事の認可を受けて、

約款を定めることができる。また、これを変更するときも都道府県

知事の認可を受けなければならない。 

（２）登録を受けた営業者は、その営業を行う施設において都道府県が

定める様式の標識及び標準営業約款の要旨を施設に掲示するもの

とする。 

（３）都道府県生活衛生営業指導センターは、登録営業者が標識及び当

該登録に係る標準営業約款の要旨を施設に掲示をせず若しくは虚

偽の掲示をしたとき、その登録を取り消すことができる。 

 

 

問20 次の「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく特別管理産業

廃棄物に関する記述について、誤っているものを１つ選びなさい。 

 

（１）事業者は、自ら特別管理産業廃棄物処理基準に従って処理を行う

か、特別管理産業廃棄物の許可業者に運搬又は処分を委託しなけれ

ばならない。 

（２）クリーニング所で生じた廃プラスチックは、すべて特別管理産業

廃棄物に該当する。 

（３）クリーニング所でテトラクロロエチレンや石油系溶剤などを含む

廃油等の特別管理産業廃棄物が生ずる場合、営業者は、当該クリー

ニング所に特別管理産業廃棄物管理責任者を置く必要がある。 

 

 

 



  

 

洗たく物の処理に関する知識 

 

問21 次の汚れとシミに関する記述について、正しいものを１つ選びなさ

い。 

 

（１）一般に洗濯では普通の洗剤でおとせる汚れを「シミ」とよび、特

殊な薬品を使わないとおとせない汚れを「汚れ」とよんでいる。 

（２）油性汚れは、砂、ホコリがあり、一般に有機溶剤にも水にも溶け

ない個体の汚れである。 

（３）シミ抜き処理上のポイントは、シミはこすらずに、たたくように

して処理することである。 

 

 

問22 次の繊維の分類に関する組み合わせのうち、正しいものを１つ選び

なさい。 

 

（１）植物繊維  －  カシミヤ、ウール、シルク 

（２）再生繊維  －  レーヨン、キュプラ、ポリノジック 

（３）合成繊維  －  アンゴラ、コットン、ダウン 

 

 

問23 次の石油系溶剤に関する記述について、誤っているものを１つ選び

なさい。 

 

（１）低毒性であり、引火性がある。 

（２）揮発しにくいため、乾燥に時間を要する。 

（３）テトラクロロエチレンに比べ、油脂溶解力が大きい。 

 

 

問24 次の漂白剤に関する記述について、誤っているものを１つ選びなさ

い。 

   

（１）酸化漂白剤は、「塩素系漂白剤」と、「還元漂白剤」の２つに分け

られる。 

（２）次亜塩素酸ナトリウムは、塩素系漂白剤に分類される。 

（３）漂白剤は、黒ずみや黄ばみを分解除去するので、白さを長期間保

つのに効果的である。 



  

 

問25 次の仕上加工に関する記述について、正しいものを１つ選びなさい。 

  

（１）防炎加工は、火災時の人命保護を主目的とし、防炎性を必要とす

る繊維製品に対して行われる。 

（２）はっ水加工は、合成繊維が摩擦によって帯電し、ほこりを吸引し

たり、放電障害を起こさない目的で行われる。 

（３）シルケット加工は、着用時の防シワ性がよく、洗っても折目が消

えずプレス仕立ての状態を保つという加工である。 

 

 

問26 次のクリーニング機械に関する記述について、誤っているものを１

つ選びなさい。 

 

（１）石油ドライ機のうち、洗浄と乾燥を同一機械の中で連続してクロ

ーズド系で処理するものを、コールドドライ機という。 

（２）たたきやもみに耐えられない素材の場合、極力洗濯物を動かさず

に乾燥する必要があるので、静止型のボックス式乾燥機が使用され

る。 

（３）シミ抜き機はシミ抜き作業の道具として使われるものである。た

だし、使用すればどんなシミも取り除くことができるというもので

はない。 

 

 

問27 次の天然繊維に関する記述について、（ ア ）～（ ウ ）に当

てはまる繊維の組み合わせのうち、正しいものを１つ選びなさい。 

 

（ ア ）軽くて暖かく、吸湿性に優れ、シワになりにくい。 

（ イ ）繊維断面を顕微鏡で見ると中空であり、染色性は良いが、非常

に縮みやすい性質がある。 

（ ウ ）蚕が吐き出した生糸を精練したものであり、美しい艶としなや

かで暖かな感触を持つものが多い。 

  

  （ ア ） （ イ ） （ ウ ） 

（１） 麻 綿 毛 

（２） 毛 絹 麻 

（３） 毛 綿 絹 

 



  

 

 

問28～30 次の衣類等の繊維製品の洗濯表示（ＪＩＳ Ｌ ０００１）の

表示記号の意味として、正しいものを１つ選びなさい。 

 問28 

表示記号   表示記号の意味 

 

 （１） 日陰での平干し乾燥がよい。 

 （２） 洗濯処理後のタンブル乾燥処理はできな

い。 

 （３） ドライクリーニング処理ができない。 

 

 

 問29 

表示記号   表示記号の意味 

 

 （１） 漂白処理はできない。 

 （２） 液温は、４０℃を限度とし、手洗いによる

洗濯処理ができる。 

 （３） 洗濯処理はできない。 

 

 

 問30 

表示記号   表示記号の意味 

 

 （１） アイロン仕上げ処理はできない。 

 （２） 底面温度１５０℃を限度としてアイロン仕

上げ処理ができる。 

 （３） 底面温度２００℃を限度としてアイロン仕

上げ処理ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

和元年度クリーニング師試験解答用紙 

（学科試験） 

                    三 重 県 

 

受験番号  

氏名  

 

衛生法規に 

関する知識  

公衆衛生に 

関する知識  

洗たく物の処理に 

関する知識 

問 解答欄 
 

問 解答欄 
 

問 解答欄 

1 ３ 
 

11 １ 
 

21 ３ 

2 ２ 
 

12 ３ 
 

22 ２ 

3 ３ 
 

13 １ 
 

23 ３ 

4 ２ 
 

14 ３ 
 

24 １ 

5 ２ 
 

15 ３ 
 

25 １ 

6 １ 
 

16  
 

26 １ 

7 ２ 
 

17 １ 
 

27 ３ 

8 ３ 
 

18 ２ 
 

28 ３ 

9 ２ 
 

19 ３ 
 

29 ２ 

10 ２ 
 

20 ２ 
 

30 １ 

 

 

※ ※ ※ 

採点 
※ 

注意 ※印の欄は記入しないでください。 

 

 





  

 

 

 

令和元年度クリーニング師試験 

 

※問１６は、設問文中の指針の名称が、改正後廃止された名称で

あったことから、不適切な問題として全員正解とする。 

  

 

 

  ※平成３０年４月１日より、名称は「クリーニング営業者に係るテトラクロロ

エチレン又は化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令第九条

に定める洗浄剤でテトラクロロエチレンが使用されているものの環境汚染

防止措置に関し公表する技術上の指針」となっております。 

 

問 16 次の「クリーニング営業者に係るテトラクロロエチレンの環境汚

染防止措置に関する技術上の指針」に関する記述について、誤って

いるものを１つ選びなさい。 

 

（１）貯蔵場所を屋内とする場合には、換気できる日当たりのよい

ところで保管すること。 

（２）ドライ機からテトラクロロエチレンを含んだ液が漏出した場

合の処置については、溶剤漏出処理要領を策定するとともに、

あらかじめ作業者に周知しておくこと。 

（３）脱臭時におけるテトラクロロエチレンの蒸気は、活性炭吸着

等によりできる限り回収し、再利用すること。 


